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合併について

まちの話題

住民係から
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ほけんだより

情報ひろば

～ いざ、あの頂きへ！ ～

　遊登山教室の登り始めは水面　遊登山教室の登り始めは水面�
に鳥海山が映るほどの穏やかなに鳥海山が映るほどの穏やかな�
天気でした。頂上に向けて参加天気でした。頂上に向けて参加�
者１２０名が祓川を出発。その者１２０名が祓川を出発。その�
後は残念な事に天気が悪化しま後は残念な事に天気が悪化しま�
したが、各人にとっては思い出したが、各人にとっては思い出�
深い登山となりました。深い登山となりました。�

　遊登山教室の登り始めは水面�
に鳥海山が映るほどの穏やかな�
天気でした。頂上に向けて参加�
者１２０名が祓川を出発。その�
後は残念な事に天気が悪化しま�
したが、各人にとっては思い出�
深い登山となりました。�



　
７
月
17
日
（
木
）、
第
６
回
本
荘

由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
（
以

後
協
議
会
）
が
大
内
町
・
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

・
報
告
事
項

報
告
第
17
号
　

平
成
14
年
度
本
荘
由
利
一
市
七
町

合
併
協
議
会
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て

　
各
市
町
よ
り
負
担
金
を
負
担
し

て
も
ら
い
合
併
協
議
会
が
現
在
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
14
年

度
分
の
歳
入
歳
出
の
決
算
の
報
告

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
18
号

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
　
　
　
に
つ
い
て（
最
終
報
告
）

　
前
回
の
協
議
会
で
中
間
報
告
が

な
さ
れ
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
す
が
、
今
回
多
岐
に
渡
る
項
目

に
つ
い
て
最
終
報
告
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

議
案
第
19
号

新
市
建
設
計
画
の

　
　
　
　
　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
合
併
に
向
け
て
話
し
合
い
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
合
併
に

向
け
て
新
市
の
将
来
像
を
決
め

る
、
重
要
な
新
市
建
設
計
画
「
新

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
策
定
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
７
月
中
に
各
市
町
と
調
整
を
と

り
、
幹
事
会
・
市
町
長
会
議
で
協

議
を
し
て
素
案
を
作
成
、
８
月
の

協
議
会
で
協
議
案
件
と
し
て
提
出

し
、
９
月
上
旬
ま
で
は
お
お
よ
そ

の
計
画
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

・
協
議
事
項

議
案
第
15
号

新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て

　
合
併
の
基
本
四
項
目
（
合
併
の

方
法
・
合
併
の
期
日
・
新
市
の
名

称
・
事
務
所
の
位
置
）
に
上
げ
ら

れ
る
事
務
所
の
位
置
で
す
が
、
本

庁
機
能
を
有
す
る
事
務
所
の
位
置

は
本
荘
市
と
し
、
当
分
は
新
庁
舎

の
建
設
は
行
わ
ず
、
一
市
七
町
の

現
在
の
庁
舎
は
、
管
理
部
門
や
事

務
局
部
門
を
除
き
、
現
在
の
行
政

機
能
を
残
し
た
総
合
支
所
と
し
て

存
続
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

議
案
第
16
号

一
般
職
の
職
員
の

　
　
　
　
身
分
の
取
扱
に
つ
い
て

　
一
般
の
職
員
は
、
す
べ
て
新
市

の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
も
の
と

し
、
職
員
数
つ
い
て
は
新
市
に
お

い
て
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定

し
、
定
員
管
理
の
適
正
化
に
努
め

る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
職
員
の
職

名
及
び
任
用
要
件
に
つ
い
て
は
、

人
事
管
理
及
び
職
員
の
処
遇
の
適

正
化
の
観
点
か
ら
調
整
し
統
一
を

図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
給
与

に
つ
い
て
は
、
職
員
の
処
遇
及
び

給
与
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
調
整

し
統
一
を
図
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

議
案
第
17
号

特
別
職
の
職
員
の

　
　
　
　
身
分
の
取
扱
に
つ
い
て

　
特
別
職
の
（
例
・
町
の
常
勤
特

別
職
で
は
町
長
・
助
役
・
収
入
役
・

教
育
長
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
）

職
員
の
設
置
、
人
数
、
任
期
に
つ

い
て
は
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
と

し
、
法
令
等
の
定
め
が
な
い
場
合

は
、新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。ま

た
特
別
職
の
職
員
報
酬
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
報
酬
額
及
び
類
似
団

体
の
報
酬
額
を
参
考
に
調
整
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
18
号

介
護
保
険
事
業
の
取
扱
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
本
荘
由
利
広
域
市
町
村

圏
組
合
の
共
同
事
務
と
し
て
実
施

で
き
る
よ
う
構
成
団
体
と
調
整
を

図
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
19
号

電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
取
扱
に
つ
い
て

　
現
在
、
各
業
務
を
電
算
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
に
つ
い

て
は
、
合
併
時
に
電
算
シ
ス
テ
ム

を
統
合
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
か
な
い
方
向
で
調
整
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
　

議
案
第
８
号

新
市
名
称
の
決
定
方
法
に
つ
い
て

　
３
回
目
の
継
続
審
議
と
な
っ
て

お
り
ま
す
新
市
名
称
の
決
定
方
法

で
す
が
、
公
募
に
関
し
ま
し
て
は

前
回
広
報
や
折
込
の
チ
ラ
シ
に
て

募
集
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
は
募
集
終
了
後
に
皆
様
か
ら

頂
き
ま
し
た
名
称
案
を
ど
の
よ
う

に
絞
込
み
決
定
す
る
か
の
方
法
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
焦
点
は
公
募
し
た
名
称
の
数
に

関
わ
ら
ず
同
じ
名
称
は
１
点
と
す

る
の
か
、
ま
た
は
応
募
数
が
多
い

も
の
は
無
条
件
で
上
位
か
ら
何
点

か
を
候
補
に
入
れ
る
の
か
と
い
う

点
で
各
町
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
委
員
か
ら
幹
事
会
で
叩
き

台
と
な
る
原
案
を
今
回
出
し
て
欲

し
い
と
の
要
求
が
あ
り
ま
し
た

が
、
名
称
決
定
と
い
う
重
要
項
目

に
対
し
幹
事
会
側
か
ら
は
各
町
の

意
見
を
伺
っ
た
あ
と
再
度
、
幹
事

会
に
て
検
討
を
重
ね
、
公
募
後
の

絞
込
み
の
方
法
を
何
点
か
次
回
の

協
議
会
へ
出
し
た
い
と
の
事
で
第

６
回
の
協
議
会
は
終
了
致
し
ま
し

た
。

　
次
回
の
第
７
回
の
市
町
村
合
併

協
議
会
は
８
月
11
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
よ
り
鳥
海
町
紫
水
館
で

開
催
予
定
で
す
。

第
６
回
一
市
七
町
合
併
協
議
会�

市
町
村
合
併
報
告�



毎月、合併協議会の報告を広報や合併協議会だよりにてご報告していますが今月はおさらい

の意味も込めまして合併の進み方についてご紹介します。

分 科 会

各市町の各業務の

担当者で構成

専門部会

各市町の各業務担当

課の課長で構成

幹 事 会

各市町の助役と企画

担当の課長で構成

　
各
会
に
参
加
を
し
て
円
滑
な
す
り
合
わ
せ
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併
に
関
わ

る
事
務
全
般
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
各
市
町
か
ら
２
名
の
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
協
議
会
事
務
局

　専門部会よりあがって来たすり合わせ事項の再度

の確認と、合併協議会へ提出する案件の協議・調整

が行われます。住民に関する事項や重要案件以外の

単純な事務事項はここで確認されます。

　専門部会は各業務を担当する課の課長クラスが集

い、分科会より上がって来たすり合わせ事項につい

て吟味をします。専門部会で分科会のすり合わせが

不足と判断された事項は再び分科会へ差し戻される

場合もありますが、専門部会ですり合わせが終了し

た事務事項は幹事会へと送られます。１１の専門部

会があります。

　分科会は役所の各業務の担当者が集い、細かな業

務について事務のすり合わせを行っております。例

えば広報の業務で言えば「広報・広聴分科会」にて

「合併後に広報は月に何回出すか」など担当レベルで

の具体的な事務作業の話合いが行われています。分

科会は随時行われ各分科会で総計１，７００にもの

ぼるすり合わせが行われています。現在約８割程度

のすり合わせが終了しております。

一市七町合併協議会

　以上のようなすり合わせを経た案件や、住民に関する事項、新市建設にかか

る案件など重要案件を協議します。皆様にご報告している協議会報告はこの会

議で話し合われた内容をお知らせしております。今回で６回目の開催となりま

す。ここで確認された事項に沿って新しい市が創られて行くこととなります。

委員は４１人おり各市町長と各町の代表が委員となっております。会長は本荘

市長、副会長は各町の町長となっております。

なぜ合併なのか？
　ニュースなどでも合併についての話題が多く出ていますが、合併議論のほとんどが短い展望にたった、
財政的な問題（財政のスリム化等）や合併特例債に関しての話題が中心ですが、この重要な財政的な問
題とともに忘れてはならない大きな問題が「人口問題」です。統計によると日本の人口はH62年で高位
推計で１億825万人、低位推計では実に9,203万人にまで減少します（ピーク時の約30%減※国立社
会保障・人口問題研究所HPより）。これはあくまで全国的な予測平均値ですが矢島町の身近な例ではど
うでしょうか？今年の小学校の入学児童が1クラス33人でした、皆さんの時はいかがだったでしょう
か？このように地方では全国平均よりさらに急速に進む少子高齢化・人口減少の中、将来的に地域社会
全体を支える新しい枠組みの構築の必要性から合併という一つの方法が検討されています。

市町村合併の進み方ちょっとおさらい
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７
月
16
日
（
水
）
午
後
６
時
30

分
よ
り
日
新
館
和
室
に
て
、
第
２

回
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
前
回
懇
談
会
で
の
議
題

に
上
が
っ
た
、
第
５
回
合
併
協
議

会
協
議
確
認
事
項
に
つ
い
て
役
場

担
当
よ
り
会
議
報
告
が
あ
り
、
そ

の
後
、
前
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
た

第
６
回
の
合
併
協
議
会
で
協
議
さ

れ
る
予
定
の
案
件
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
回
同
様
、
懇
談
会
で
最
も
話

題
と
な
っ
た
の
は
新
市
の
名
称
の

決
定
方
法
に
つ
い
て
で
す
が
、
役

場
担
当
よ
り
「
名
称
の
決
定
方
法

に
つ
い
て
は
未
だ
継
続
審
議
と

な
っ
て
お
り
、
公
募
の
内
容
ま
で

は
決
ま
り
、
現
在
募
集
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
集
ま
っ
た
新
市
の

名
称
を
絞
り
込
む
方
法
が
決
ま
っ

て
お
ら
ず
、
第
６
回
に
協
議
会
で

審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
協
議
会
の
委
員
に

な
っ
て
い
る
茂
木
好
文
委
員
か
ら

「
名
称
の
絞
込
み
に
際
し
て
は
、
懇

談
会
の
委
員
の
皆
様
の
意
見
を
是

非
聞
き
た
い
」
と
の
言
葉
も
あ
り

ま
し
た
。

　
名
称
の
絞
込
み
の
方
法
に
つ
い

て
は
前
ペ
ー
ジ
の
報
告
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
の
で
今
後
、
次
回
協

議
会
に
て
絞
込
み
の
方
法
が
決
定

す
る
予
定
で
す
が
、
そ
の
方
針
に

添
っ
て
次
回
再
度
委
員
の
意
見
を

頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
懇
談
会
で
は
地
方
自
治

組
織
な
ど
の
設
置
に
よ
る
細
か
な

点
に
行
き
届
い
た
行
政
と
人
員
削

減
な
ど
に
よ
る
行
政
の
ス
リ
ム
化

の
矛
盾
点
や
方
法
と
し
て
ど
ち
ら

が
合
併
と
し
て
良
い
方
向
な
の
か

に
つ
い
て
、
委
員
同
士
が
真
剣
な

議
論
を
た
た
か
わ
せ
る
場
面
も
あ

り
、
将
来
の
矢
島
の
地
域
の
あ
り

方
に
つ
い
て
住
民
と
し
て
の
意
見

を
多
数
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

第
三
三
九
回

矢
島
短
歌
会
六
月
例
会

　
　
　
講
師
選
歌
　
藤
田
嘉
樹

や
ま
め
七
月
例
会

佐
藤
真
都
子

紫
陽
花
を
待
つ
籠
り
居
の
庭
に
咲
き

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
は
風
に
そ
よ
げ
り

土
田
　
マ
サ

敬
老
会
の
名
簿
く
り
つ
つ
今
更
に
年

重
ね
来
し
幾
山
河
思
う

佐
藤
　
ヤ
ス

久
々
に
買
い
物
を
す
る
老
達
の
心
は

づ
め
り
春
光
の
中

伊
東
　
房
代

七
十
三
年
共
に
暮
し
し
亡
母
の
衣
装

抱
け
ば
温
し
泪
こ
ぼ
る
る佐

々
木
リ
ヨ

仕
合
せ
と
歌
友
は
話
せ
り
生
き
生
き

と
児
童
や
生
徒
に
慕
わ
る
る
事
を

茂
木
　
富
子

う
る
わ
し
き
色
に
ぞ
染
ま
れ
幼
な
甥

吸
収
力
は
目
を
見
張
ら
せ
る

佐
藤
千
賀
子

水
張
り
田
は
雪
ま
だ
ら
な
る
鳥
海
山

を
写
し
五
月
の
風
は
そ
の
影
み
だ
す

佐
藤
　
洋
子

群
れ
咲
け
る
つ
つ
じ
の
花
に
射
す
く

ま
り
密
と
昇
り
来
初
夏
の
眉
月

金
子
　
四
郎

講
師
詠
草
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
嘉
樹

「
味
の
素
」
の
売
り
上
げ
増
さ
ん
そ

の
知
恵
は
容
器
の
穴
を
大
き
く
し
し

と

芽
吹
き
そ
む
る
寺
山
静
か
朝
ま
だ
き

鶯
の
声
透
り
く
る
な
り佐

藤
　
ア
ヤ
子

振
袖
の
成
人
の
娘
礼
を
云
え
ば
そ
の

母
の
眼
に
涙
光
れ
り

金
子
　
京
子

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
小
さ
き
鉢
の
香
り
立

つ
迷
い
に
満
ち
た
一
人
の
部
屋
に

冨
田
　
か
よ

い
つ
よ
り
か
身
を
寄
せ
て
く
る
猫
二

匹
に
残
飯
夜
の
暗
が
り
に
お
く

佐
藤
利
也
子

生
後
は
や
六
月
の
曾
孫
の
笑
顔
見
る

風
も
さ
や
か
な
朝
光
の
中佐

藤
　
ト
キ

実
家
も
な
く
離
れ
住
む
妹
が
気
に
掛

り
故
郷
の
品
々
送
り
て
や
り
ぬ

桜
庭
　
恭
子

倖
せ
と
思
う
仕
合
せ
か
み
し
む
る
西

瓜
畑
に
夢
え
が
き
つ
つ

佐
藤
　
幸
子

今
し
散
る
花
び
ら
惜
し
み
手
に
と
れ

ば
ゼ
ラ
ニ
ュ
ウ
ム
の
紅
神
秘
を
湛
う

加
賀
屋
　
栄

こ
だ
わ
り
も
す
ぐ
に
解
決
つ
か
ざ
れ

ば
明
日
を
頼
み
て
眠
ら
ん
と
す
る

紫
陽
花
の
箱
根
街
道
鮮
や
か
に

正
木
　
禮
子

上
品
に
動
く
唇
サ
ク
ラ
ン
ボ

佐
藤
　
勝
男

城
山
の
史
跡
を
辿
る
夏
帽
子

金
子
　
京
子

緑
蔭
の
檜
の
香
る
座
禅
堂佐

藤
柳
四
郎

鮎
解
禁
遺
愛
の
こ
も
る
竿
を
振
る

鞍
馬
　
賢
治

半
丁
で
足
り
る
夕
餉
の
冷
奴

北
島
や
す
雄

汗
淋
漓
勝
名
乘
受
く
相
撲
か
な

佐
藤
木
の
実

紫
陽
花
の
三
色
映
え
る
空
屋
敷

齋
藤
　
　
茂

梅
漬
け
て
亡
母
の
姿
や
襷
か
け

齋
藤
　
　
瑞

棟
上
げ
の
槌
音
高
し
半
夏
生

佐
藤
ア
ヤ
子

第
２
回
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」�

矢
島
町
職
員

(

初
級
・
上
級)

採
用
試
験

町
で
は
次
に
よ
り
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

初
級
一
般
事
務
　
　
１
名

上
級
一
般
事
務
　
　
１
名

●
受
験
資
格
　

《
初
級
》

　
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
ま
で
生
ま
れ
た
者

た
だ
し
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業

し
た
者
も
し
く
は
平
成
16
年
３
月

卒
業
見
込
の
者
ま
た
は
こ
れ
ら
に

相
当
す
る
学
歴
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。



す。ブロードバンド環境が整備されてくると、これまでも

文字情報だけではなく、動画や画像を多用した各種サー

ビスが主流となり、インターネットを利用した生活が益々

浸透してくることと考えられます。

　矢島町では、昨年度、光ファイバ網整備を行い、住民が

超高速インターネットができる環境を整えることができ

ました。町では今後、この光ファイバ網を十分活用した住

民サービスの提供を行って行きたいと考えておりますの

で「こんなサービスがあったらいいな」というご要望等が

ありましたら是非、下記メールアドレスへメールいただ

きたいと思っております。どんなことで構いません。メー

ルをお待ちしております。

８月のテレビ電話・インターネット配信
８月15日　矢島町成人式

　テレビ電話でご覧になる方は、事前に企画商工

観光課へ電話（55-4952）でお申し込みください。

　ホームページアドレス
　　http://www.town.yashima.akita.jp

　メール
　　kikaku@town.yashima.akita.jp

研
修
ご
苦
労
様
で
し
た

　
６
月
30
日
か
ら
７
月
４
日
の
５

日
間
、
今
年
四
月
か
ら
中
央
省
庁

へ
採
用
と
な
っ
た
新
人
職
員
が
矢

島
町
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
研

修
参
加
者
は
写
真
右
よ
り
経
済
産

業
省
勤
務
・
西
田
光
宏
さ
ん
、
財

務
省
勤
務
・
井
手
大
展
（
ひ
ろ
の

ぶ
）
さ
ん
、
文
部
科
学
省
勤
務
・
高

島
洋
美
さ
ん
の
３
名
で
す
。

　
研
修
で
は
各
課
で
業
務
の
説
明

を
受
け
た
り
、
現
場
視
察
や
窓
口

業
務
な
ど
実
際
の
町
役
場
で
の
業

務
を
体
験
し
た
り
、
役
場
の
業
務

全
般
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
研
修
の
講
師
を
務

め
た
各
課
の
代
表
と
３
名
に
よ
る

意
見
交
換
の
場
が
設
け
ら
れ
、
各

人
よ
り
鋭
い
質
問
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
矢
島
町
の
感
想
な
ど

も
話
さ
れ
ま
し
た
。

井
出
さ
ん
…
「
光
フ
ァ
イ
バ
の
整

備
に
つ
い
て
は
大
変
驚
き
ま
し

た
。
中
央
省
庁
で
は
国
民
の
顔
が

見
え
に
く
い
が
役
場
で
の
仕
事
は

住
民
と
の
距
離
が
近
く
、
そ
の
点

魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。」

高
島
さ
ん
…
「
地
方
自
治
体
の
仕

事
を
知
る
こ
と
が
出
来
て
大
変
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、様
々

な
問
題
を
身
近
に
考
え
ら
れ
た
機

会
で
し
た
。
国
と
実
際
に
生
活
す

る
住
民
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
少
し
で

も
解
消
で
き
れ
ば
と
思
う
。」

西
田
さ
ん
…
「
今
回
の
よ
う
に
地

方
行
政
の
現
場
と
い
う
も
の
を
体

験
で
き
て
非
常
に
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
国
・
県
・
市
町
村
そ
れ

ぞ
れ
役
割
が
違
う
部
分
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
間
で

連
携
を
深
め
る
こ
と
が
住
民
に

と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。」

と
普
段
中
央
省
庁
で
は
、
仕
事
柄

な
か
な
か
住
民
と
の
直
接
の
接
点

が
無
い
中
で
仕
事
が
進
む
た
め
、

行
政
の
末
端
で
あ
る
役
場
で
の
仕

事
に
各
自
新
た
な
視
点
を
持
た
れ

た
よ
う
で
す
。
今
後
の
業
務
へ
役

立
て
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ

る
３
名
の
感
想
で
し
た
。

　
今
後
も
各
職
場
に
て
ご
活
躍
さ

れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。
研
修
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

《
上
級
》

　
昭
和
49
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

57
年
４
月
１
日
ま
で
生
ま
れ
た
者

で
大
学
卒
業
又
は
平
成
16
年
３
月

大
学
卒
業
見
込
み
の
者

▼
試
験
方
法
　

試
験
は
第
１
次
試
験（
教
養
試
験
）

第
２
次
試
験
（
適
性
検
査
、
口
述

試
験
、
作
文
、
身
体
検
査
、
資
格

調
査
等
）
と
し
、
第
２
次
試
験
は

第
１
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て

の
み
行
い
ま
す
。

▼
試
験
日
時
及
び
場
所

第
１
次
試
験

日
時
　
平
成
15
年
９
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
受
付
開
始

場
所
　
秋
田
経
済
法
科
大
学

（
秋
田
市
下
北
手
桜
守
沢
46-

１
）

▼
受
付
期
間
　

　
　
平
成
15
年
８
月
６
日
（
水
）

　
　
　
〜
８
月
27
日
（
水
）
ま
で
。

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

矢
島
町
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　（
55-

４
９
５
１
）

“こちら情報センター”
　インターネットの普及顕著

　７月４日に総務省より平成

15年度版の情報通信白書が発

表されました。

　平成14年度末におけるイン

ターネット利用人口は、6,942

万人で13年度末より1,349万

人、10.5％増の54.5％となって

おり、国民の2人に1人がイン

ターネットを利用していることになっております。国際

的な日本の位置づけとしてはインターネット人口普及率

が、昨年の第16位から第10位に大きく上昇させており

ます。

　５年後のインターネットの利用推計では、8,892万人の

方がインターネットを利用すると予想されております。

　また、ブロードバンド（光ファイバやＤＳＬ、ケーブル

インターネット等）利用人口についても、現在、インター

ネット利用人口の3割が利用しておりますが、今後5年間

で３倍の5,967万人の方が利用すると予想されておりま
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７
月
５
日
（
土
）
矢
島
町
畜
産

セ
ン
タ
ー
「
特
設
会
場
」
に
て
第

７
回
合
同
畜
産
共
進
会
（
う
し
ま

つ
り
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
矢
島
町
・
由
利
町
・
鳥

海
町
の
畜
産
農
家
が
集
い
、
日
頃

か
ら
丹
念
に
育
て
上
げ
ら
れ
た
和

牛
・
乳
牛
な
ど
の
毛
並
み
や
肉
付

き
を
厳
正
に
審
査
し
、
秋
田
県
知

事
賞
を
含
む
各
賞
の
受
賞
の
選
定

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
町
か
ら
は
佐
藤
俊
弥
さ
ん

（
砂
子
沢
）
が
見
事
秋
田
県
知
事
賞

を
受
賞
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
上

記
の
よ
う
に
多
数
の
受
賞
が
あ
り

ま
し
た
。

　
会
場
は
乗
馬
体
験
の
コ
ー
ナ
ー

や
ウ
サ
ギ
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
設
け
ら
れ
、
家
族
連
れ
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
７
月
20
日
（
日
）
今
年
度
の
消

防
訓
練
大
会
が
町
民
グ
ラ
ン
ド
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日
か
ら
当

日
朝
ま
で
降
り
続
い
た
雨
に
よ
り

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
態
悪
化
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
大
会
前
に
雨
が

止
み
快
晴
の
も
と
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
各
分
団
は
約
１
ヶ
月

に
渡
る
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
べ

く
全
力
で
大
会
へ
望
み
ま
し
た
。

　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
は
各
分
団
か

ら
11
部
が
出
場
し
、
そ
の
中
で
も

着
実
か
つ
迅
速
な
ポ
ン
プ
操
法
を

見
せ
た
第
４
分
団
第
１
部
が
見
事

優
勝
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
訓
練
礼
式
も
同
じ
く
第
４

分
団
が
一
糸
乱
れ
ぬ
演
技
を
み
せ

こ
ち
ら
も
郡
大
会
へ
の
切
符
を
手

に
入
れ
ま
し
た
。

２
位
　
第
６
分
団
第
１
部

　
　
　（
タ
イ
ム 

）
47
秒
99

３
位
　
第
１
分
団
第
３
部

　
　
　（
タ
イ
ム 

）
48
秒 

66

●
訓
練
礼
式
（
通
常
点
検

並
び
に
小
隊
訓
練
）

第
４
分
団
、
第
２
分
団

郡
市
大
会
出
場
隊

　
各
分
団
の
皆
様
大
変
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。
ま
た
、
審
査
員
を
勤

め
ま
し
た
消
防
署
員
の
方
々
、
婦

人
消
防
ク
ラ
ブ
、
町
民
の
皆
様
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
第
４
分
団
、
第
２
分
団
の
皆

様
に
つ
き
ま
し
て
は
。
８
月
２
日

に
行
わ
れ
る
郡
市
大
会
へ
、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
及
び
訓
練
礼
式
の
矢

島
町
代
表
と
し
て
参
加
い
た
し
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
様
ど
う
ぞ
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
本
荘
市
・
由
利
郡
支
部消

防
大
会

　
８
月
２
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

　
本
荘
市
松
涛
公
園

小
型
ポ
ン
プ
操
法
優
勝
第
４
分
団
、
規
律
訓
練
第
４
分
団
郡
市
大
会
出
場
、

訓
練
大
会
の
栄
冠
は
第
４
分
団
の
頭
上
に
輝
き
ま
し
た
。

　
総
合
優
勝
も
４
分
団
が
獲
得
致

し
ま
し
た
。

●
操
法
訓
練
の
部

１
位
　
第
４
分
団
第
１
部

　
　
　（
タ
イ
ム
）　
45
秒
77

秋田県知事賞�乳用牛第３部�ピースフル メープル シャリオ�砂子沢�佐藤　俊弥�

優等賞�

乳用牛第１部� エイーリンス リバーホール� 沢　内�佐々木一郎�

乳用牛第２部�ピースフル スーナー キャメロン�砂子沢�佐藤　俊一�

乳用牛第３部�ピースフル メープル シャリオ�砂子沢�佐藤　俊弥�

乳用牛第４部�ピースフル デューク コムリー�砂子沢�佐藤　俊弥�

１等� ７名�
※数字は各畜種区分の合計の入賞者数�

２等� ２５名�
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今年は昨年を大きく上回る

７００人の選手が参加します！

　全国的にも「全日本マウンテンサイクリング in 乗鞍」

や「つがいけサイクル」とならび日本三大ヒルクライム

（自転車での山登り）レースへと成長した、我が町の「Mt.

鳥海バイシクルクラシック」。

　今年は昨年の参加者を大きく上回る選手が北は北海道

から南は四国と全国から矢島町へやってきます。

　２ｎｄステージ（８月３日（日）レース２日目）のス

タート前に恒例のパレードが午前８時２０分より行われ、

選手が町内を走ります。スタート前の選手にぜひ声援を

お願い致します。

通
行
止
の
お
知
ら
せ

　
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
の
た
め
左
記
の
区
間
が
通
行

止
に
な
り
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑

お
掛
け
し
ま
す
が
ご
協
力
お
願

い
致
し
ま
す
。

矢
島
一
号
線
（
長
泥
〜
木
在
）

　
８
月
２
日
（
土
）

　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
８
月
３
日
（
日
）

　
　
８
時
20
分
〜
９
時
20
分

（
杉
沢
〜
桃
野
）

　
８
月
３
日
（
日
）

　
　
８
時
40
分
〜
10
時
10
分

（
桃
野
〜
花
立
）

　
８
月
３
日
（
日
）

　
　
９
時
〜
10
時
25
分

（
花
立
〜
祓
川
）

　
８
月
３
日
（
日
）

　
　
９
時
〜
12
時

　
　
矢
島
警
察
署
・
矢
島
町

（
お
問
合
せ
）

矢
島
町
役
場
企
画
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
℡
55-

４
９
５
３

　
７
月
21
日
「
今
井
通
子
遊
登

山
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
は
今
井
通
子
さ
ん
を
囲
ん

で
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
今
井
通
子

さ
ん
か
ら
鳥
海
山
の
登
山
道
の

素
晴
ら
し
さ
を
世
界
各
地
の
山

に
な
ぞ
ら
え
て
ご
紹
介
し
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
特
別
参
加
と

し
て
秋
田
県
知
事
・
寺
田
典
城

氏
が
遊
登
山
に
参
加
し
、
鳥
海

山
の
魅
力
を
語
っ
て
頂
き
ま
し

た
。

　
登
山
当
日
は
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
山
好
き
約
120
名
が
鳥
海

山
の
頂
上
を
目
指
し
、
午
前
８

時
前
か
ら
登
山
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。
登
山
開
始
時
は
山
頂

も
眺
め
ら
れ
、
や
や
肌
寒
い
登

山
に
は
絶
好
の
状
態
で
し
た
。

　
例
年
よ
り
若
干
多
め
の
雪
が

残
る
登
山
道
に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
お

昼
頃
に
は
山
頂
に
到
着
し
ま
し

た
。

　
頂
上
は
あ
い
に
く
の
大
雨
と
な

り
、
登
山
道
も
水
で
溢
れ
る
状
態

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ケ

ガ
人
も
無
く
全
員
が
無
事
下
山
致

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
こ
の
天
候
の

中
、
登
山
し
き
っ
た
満
足
感
が
あ

る
。
次
回
は
晴
れ
の
鳥
海
山
に
挑

戦
し
て
、
眺
め
を
ぜ
ひ
楽
し
み
た

い
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

応援よろしくお願いします！！�



《相談・健診》

◎なんでも健康相談

　日時：8月27日（水）

　　　　午前９時30分～11時30分

　場所：保健センター

※健康に関する相談、体脂肪率や血圧測

　定、赤ちゃんの計測などを実施していま

　す。

　お気軽にいらして下さい。

◎乳児健診

　日時：8月27日（水）午後1時

　場所：保健センター

　対象：平成14年8・10月生

　　　　平成15年1・4月生

　（持参するもの）

　　母子手帳、アンケート用紙、

　　バスタオル

　※4月生の方は、「母子健康相談票」をお

　　持ち下さい。

《予防接種》

◎三種混合

　日時　8月6日（水）午後1時

　場所　保健センター

　対象　①平成15年2月生まれまでで3回

　　　　　終了していない乳幼児

　　　　②3回終了後1年経過した幼児

　※母子手帳と記入した予診票をお持ち下

　　さい。

●健診の・予防接種の日程は矢島町のホーム

　ページ・ｉモードでも御覧いただけます。

《ホームページアドレス》

http://www.town.yashima.akita.jp/

《ｉモードアドレス》

http://www.town.yashima.akita.jp/fukusi/

fukusi/imodo.html

　
今
回
の
こ
の
検
診
は
、
専
用
の
測
定
器
で
短
時
間
に

痛
み
も
無
く
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
別
な
準

備
や
食
事
制
限
な
ど
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
一
度
自
分

の
骨
年
齢
を
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
実
施
月
日
　
９
月
５
日
（
金
）

◎
時
　
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　
　（
一
時
間
20
人
ず
つ
割
り
当
て
ま
す
）

◎
場
　
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
対

象

者
　
30
歳
〜
70
歳
ま
で
の
女
性

（
先
着
１
０
０
名
）

◎
申

込

先
　
福
祉
保
健
課
保
健
係

（
電
話
55-

４
９
６
０
）

《
８
０
２
０
い
い
歯
の
お
年
寄
り
を
募
集
し
ま
す
！
》

　
秋
田
県
で
は
、
80
歳
で
現
在
自
分
の
歯
が
20
本
以
上

あ
る
元
気
な
お
年
寄
り
を
募
集
・
表
彰
し
て
お
り
ま
す
。

家
族
や
お
知
り
合
い
の
方
な
ど
で
、
心
当
た
り
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
と
な
る
方

　
大
正
12
年
11
月
８
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
現
在
自

　
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方

＊
治
療
し
た
歯
が
あ
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

◎
応
募
期
間

　
平
成
15
年
８
月
23
日
（
土
）

◎
応
募
先

　
由
利
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

　【
本
荘
保
健
所
】
健
康
増
進
班
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
電
話
22
―
４
１
２
２
）

本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合
立
休
日
応
急
診
療
所

　
　
　
　（
旧
本
荘
由
利
医
師
会
病
院
脇
）当
番
医
予
定

診
療
時
間

　
午
前
10
時
〜

　
午
後
４
時

《
基
本
健
康
診
査
が
終
了
し
ま
し
た
》

　
基
本
健
康
診
査
が
６
月
に
終
了
し
、
受
診
さ
れ
た
方

に
結
果
を
お
返
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
結
果
は
ど
う
で

し
た
か
？

　
再
度
検
査
が
必
要
な
方
に
は
「
基
本
健
康
診
査
精
検

受
診
連
絡
票
」
と
封
筒
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
医

療
機
関
で
必
ず
受
診
し
、
医
師
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
骨
粗
鬆
症
検
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
》

　
高
齢
社
会
が
進
む
中
、
骨
に
鬆
（
す
）
が
入
っ
た
よ

う
に
な
っ
て
折
れ
や
す
く
な
る
骨
粗
鬆
症
は
ま
す
ま
す

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
誰
で
も
加
齢
に
伴
っ
て
多
か
れ
少
な
か
れ
骨
は
弱
ま

る
も
の
で
、
そ
れ
自
体
は
決
し
て
異
常
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
少
し
で
も
骨
を
丈
夫
に
保
つ
に
は
、
適
切

な
運
動
を
し
た
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
摂
取
す
る
よ

う
食
生
活
に
配
慮
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

31
日
（
日
）
�

24
日
（
日
）
�

17
日
（
日
）
�

10
日
（
日
）
�

8
月
3
日
（
日
）
�

月
　
日
�

猪
股
　
テ
イ
�

菊
地
　
四
郎
�

朝
倉
　
健
一
�

山
田
　
暢
夫
�

早
川
　
正
臣
�

当
 
番
 
医
�



児童扶養手当及び特別児童扶養手当制度について

※　詳細については、福祉保健課へ問合せ下さい。（TEL　５５ -４９６０）

　次のような児童がいる家庭に手当を支給し、生活の安定と児童福祉の増進を図ることを目

的としております。概略はつぎのとおりです。

項　　　目� 児童扶養手当� 特別児童扶養手当�

対象児童�
・父母の離婚又は、父の死亡等によ�
　り父と同一生計をしていない児童�
・父が重度障害者の児童�

・精神または、身体に障害があり政�
　令で定める１級・２級の障害の状�
　態にある児童�

対象児童の�
年　　　齢�

・１８歳になった日以後の最初の�
　３月３１日まで�
・政令で定める１級・２級の障害の�
　状態にある児童は２０歳未満�

・２０歳未満�

受給者資格�・母又は養育者� ・父母又は養育者�

公的年金�
との関係�

・老齢福祉年金以外の公的年金とは�
　併給できません�
・児童が父に支給される公的年金の�
　額の加算対象になっているときは�
　支給されません�

・すべての公的年金と併給できます�
・児童が障害を事由とした公的年金�
　を受給しているときは支給されま�
　せん�

認定請求の�
期　　　限�

・支給要件の認定に係る請求期限�
　５年は、廃止になりました�
・ただし、平成１5年4月1日現在で�
　５年を経過している方は対象外�

手　当　額�

・児童１人の場合�
　全額支給　42,370円/月�
　一部支給　42,360円/月から�
　　　10,000円/月まで�
・２人目の加算額�
　　　5,000円/月�
・３人目以降１人につき�
　　　3,000円/月�

・１級に該当する障害児�
　　　51,100円/月�
・２級に該当する障害児�
　　　34,030円/月�

※　ただし、所得制限がありますので詳しくは問合せ下さい。�
※　ただし、平成１５年１０月からは、手当月額が自動物価スライド制�
　　に移行になり手当月額が変更になります。�

手当額の�
見  直  し�

・平成１5年4月1日現在手当を受給�
　されている方またはそれ以降手当�
　を受給された方は、５年後に手当�
　月額が減額になります。�
※減額の率は未定でありますので決�
　定しだいお知らせします。�

そ　の　他�児童福祉施設等に入所している場合は支給されません。�



～保険料の納め忘れをなくしましょう～

住民係からのお知らせ

住民票の広域交付について�
　８月２５日から、住民基本台帳ネットワークの２次稼働が始まり、住民票の広域交付が可能となり

ます。これにより、家族が役場にきたり、仕事を休んで住民票を取らなくとも、勤務先がある市役所

や役場（例えば本荘市や秋田市等）で自分の住民票を取ることができるようになります。広域交付を

受けるために、新たに８月から住民基本台帳カードを発行致しますので、希望者は昨年８月に送付し

た「住民票コード通知票」（ハガキ）を持参し、役場窓口で申請願います。

　ところで、本年８月からは住民票の交付だけが利用できます。また、住民基本台帳カードがなくて

も自動車免許証、パスポート等の官公署が発行した写真付きの書類があれば住民票を取ることができ

ます。

　又、現在１市７町合併に向けて協議を進めており、合併時には住民票以外に

も利用できる（例えば印鑑証明、公的施設の利用申請等）ように内容を検討し

ておりますので、そのときに住民基本台帳カードを取得すればさらに便利にな

ることと思います。当然のことですが、合併した場合には、住民基本台帳カー

ドがなくても、合併市町村内どこでも（例えば岩城町でも大内町でも）住民票

等の諸証明を受け取ることができます。

　詳しいことにつきましては、役場生活・環境課住民係(55-4959）まで

★「国民年金は２０歳から！

～加入の届出や免除等の手続きは忘れずに～

　新しく成人式を迎えられる皆さん、おめでとうございます。
　日本国内に住所のある人は２０歳になると、学生やアルバイトなどで収入の少ない方もすべ
て国民年金に加入することになります。　
　国民年金に加入すると、毎月13,300円の保険料を納めることになりますが、学生の場合は、
卒業後に保険料を後払いできる「学生納付制度」、収入の少ないアルバイトの方には「申請免除
制度」があります。ご利用される方は、それぞれ住所地の役場等で手続きすることになります。
　手続きがされていないと将来受ける「老齢基礎年金」や病気事故等で障害が残ってしまった
場合の「障害年金等」が受けられないときもありますので、忘れずに手続きをしてください。
　　　詳しいことは、役場生活環境課年金担当(55－4959)又は本荘社会保険事務所国年業務課
　　(24－1114)までお問い合わせ願います。



活 

躍 

の 

記 

録

４
年
男
子
個
人

　
３
位
　
畠
山
　
渉

５
年
女
子
個
人

　
２
位
　
佐
々
木
　
佳
奈
子

６
年
女
子
個
人

　
２
位
　
金
子
　
俊
恵

女
子
総
合

　
３
位

第
32
回
東
北
地
区

　
　
　
空
手
道
選
手
権
大
会

　
期
日
　
７
月
６
日
（
日
）

　
場
所
　
岩
手
県
盛
岡
市

　
　
　
　
　
　
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

小
３
男
子
形
の
部

　
ベ
ス
ト
８
　
戸
田
　
拓
壮

第
33
回
本
荘
市
由
利
郡

　
　
　
　
小
学
校
卓
球
大
会

　
期
日
　
６
月
29
日
（
日
）

　
場
所
　
本
荘
市
市
民
体
育
館

小
３
男
子
組
手
の
部

　
３
位
　
　
　
戸
田
　
拓
壮

小
３
女
子
形
の
部

　
ベ
ス
ト
16
　
佐
藤
　
穂
奈
美

小
３
女
子
組
手
の
部

　
ベ
ス
ト
16
　
佐
藤
　
穂
奈
美

　
　
　
　
　
　
黒
木
　
未
央

小
５
女
子
形
の
部

　
ベ
ス
ト
８
　
佐
藤
　
夏
実

☆
第
12
回
矢
島
町
長
旗
争
奪
戦

並
び
に
第
23
回
矢
島
町

老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
75
名
の
参
加
者
が
日
頃
の
練
習

成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
　
鳥
海
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
　
祝
　
寿
　
会

３
　
位
　
　
松

寿

会

Ａ

３
　
位
　
　
高
　
砂
　
会

　
平
成
15
年
10
月
１
日
か
ら
「
資

源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
パ
ソ
コ
ン
の

製
造
事
業
者
が
回
収
及
び
再
資
源

化
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
消
費
者
、
販
売
店
等
は
、
回
収
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
当
た
っ
て
法
的
な

義
務
を
負
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
メ
ー
カ
ー
等
が
実
施
す
る

家
庭
系
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
の
回

収
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
円
滑
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
協
力
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

対
象
機
器

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
本
体
、
表
示
装
置
（
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
）、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
。

　
プ
リ
ン
タ
ー
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
な

ど
の
周
辺
機
器
は
回
収
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

※
メ
ー
カ
ー
等
が
パ
ソ
コ
ン
と
一

体
と
し
て
販
売
し
た
キ
ー
ボ
ー

ド
、
マ
ウ
ス
、
ケ
ー
ブ
ル
、
コ
ネ

ク
タ
等
の
付
属
品
に
つ
い
て
は
、

パ
ソ
コ
ン
と
一
緒
に
排
出
さ
れ
た

場
合
に
は
、
併
せ
て
回
収
す
る
。

※
　JE

IT
A

パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
事
業

参
加
メ
ー
カ
ー
は
、
銘
板
又
は
銘

板
周
辺
に
「
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル

も
う
す
ぐ
始
ま
り
ま
す
！

　
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
の

　
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
に
つ
い
て

マ
ー
ク
」
を
表
示
し
、
Ｐ
Ｃ
リ
サ

イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
た
製

品
に
つ
い
て
は
、
排
出
時
に
は
無

償
で
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

予
定

パ
ソ
コ
ン
の
排
出
手
順

１
　
回
収
の
申
し
込
み
を
し
ま
す
。

　
各
社
の
申
し
込
み
受
付
窓
口
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
公
開
さ
れ

ま
す
。

２
　
回
収
再
資
源
化
料
金

☆
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
つ

い
て
い
な
い
製
品
の
場
合

　
各
メ
ー
カ
ー
所
定
の
方
法
（
郵

便
振
替
、
銀
行
振
込
等
）
で
回
収

資
源
化
料
金
を
支
払
う
こ
と
が
必

要
。
支
払
に
必
要
な
納
付
書
類
は

申
し
込
み
に
基
づ
き
、
メ
ー
カ
ー

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

☆
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
付

い
て
い
る
製
品

　
排
出
の
際
に
回
収
再
資
源
化
料

金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

３
　
ゆ
う
パ
ッ
ク
伝
票

☆
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
つ

い
て
い
な
い
製
品
の
場
合

 

回
収
再
資
源
化
料
金
の
支
払
い

後
、
専
用
の
ゆ
う
パ
ッ
ク
伝
票
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

☆
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
付

い
て
い
る
製
品

　
回
収
の
申
し
込
み
を
す
る
と
専

用
の
ゆ
う
パ
ッ
ク
伝
票
で
送
ら
れ

て
き
ま
す
。

※
排
出
品
を
梱
包
し
、
送
付
さ
れ

た
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
伝
票
」
を
見
や

す
い
場
所
に
貼
り
ま
す
。

４
　
家
庭
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン
の
排

出　
最
寄
り
の
郵
便
局
の
小
包
窓
口

に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　（
社
）
電
子
情
報
技
術
産
業
協
会

（JE
IT
A

）
パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
事
業

参
加
メ
ー
カ
ー

　
現
在
21
社
が
参
加
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
市
販
さ
れ
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
の
製
造
業
者
ほ
と
ん
ど

は
、
事
業
参
加
し
て
お
り
ま
す
。



消
火
器
の
悪
質
点
検
業
者
に

ご
注
意
を
！

　
最
近
、
各
地
で
消
火
器
の
不
適

正
な
点
検
や
高
額
請
求
の
被
害

が
、
一
般
家
庭
、
各
事
業
所
で
多

発
し
て
い
ま
す
。

　
消
火
器
の
訪
問
点
検
、
訪
問
販

売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
矢
島
地
区
消
防
組
合
消
防
署
）

矢
島
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
素
案
）
の
説
明

会
等
を
開
催
し
ま
す

　
秋
田
県
で
は
、
矢
島
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
を

作
成
し
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

説
明
会
開
催

日
時
　
８
月
８
日
（
金
）

　
　
　
午
前
10
時

（
矢
島
町

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

　
素
案
に
つ
い
て
は
８
月
１
日
か

ら
、
問
い
合
せ
先
、
又
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
ま
た
素
案
に
つ
い
て
意
見

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
別
途
左
記
日
程
に
よ
り

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。説
明
会
・

公
聴
会
及
び
意
見
提
出
に
関
す
る

詳
し
い
こ
と
は
、
左
記
に
お
問
合

せ
下
さ
い
。

公
聴
会
開
催
　
８
月
22
日
（
金
）

午
前
10
時
（
矢
島
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
せ
先

秋
田
県
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課

℡
０
１
８-

８
６
０-

８
４
４
５

秋
田
県
由
利
地
域
振
興
局
建
設
部

℡
０
１
８
４-

２
２-

５
４
３
８

無
料
登
記
相
談
所
開
設
中

　
登
記
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
の

た
め
に
、
左
記
の
と
お
り
毎
月
一

回
無
料
相
談
室
が
開
設
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
相
談
員
に
は
地
元
の
司

法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
が
あ

た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
開
設
日
　
　
　

　
毎
月
第
２
火
曜
日
　

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

▼
相
談
会
場

　
　
矢
島
町
福
祉
会
館

▼
相
談
業
務
内
容

①
登
記
申
請
一
般
に
関
す
る
事
項

②
登
記
申
請
の
前
提
と
な
る
登
記

　
実
体
法
に
関
す
る
事
項

③
そ
の
他
登
記
等
に
関
す
る
事
項

▼
お
問
合
せ
先

　
　
秋
田
地
方
法
務
局
本
荘
支
局

　
　
　
　
　
　
℡
22
―
１
２
０
０

〜
国
保
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
〜

健

康

講

演

会

　
今
年
度
の
健
康
講
演
会
は
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
愉
快

な
お
話
を
す
る
〈
伊
奈
　
か
っ
ぺ

い
氏
〉
を
講
師
に
迎
え
開
催
し
ま

す
。

　
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
お
話
を
す
る
方
で
す
の
で
、
高

齢
者
か
ら
若
い
方
に
い
た
る
ま
で

幅
広
い
年
代
の
健
康
づ
く
り
に
役

立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。

▼
日
時
　
８
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

▼
会
場
　
日
新
館
町
民
大
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
伊
奈
　
か
っ
ぺ
い
氏

▼
演
題
　「
健
康
は
笑
い
か
ら

生
ま
れ
る
」

　
ご
家
族
、
ご
友
人
等
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
多
数
の
御
聴
講
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。（
入
場
無
料
で

す
）

　
調
査
員
を
装
っ
て
「
水
道
管
や

下
水
道
管
の
点
検
、清
掃
に
き
た
」

と
か
「
水
質
調
査
に
き
た
」
と
家

庭
を
訪
問
す
る
不
審
者
の
情
報
が

あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
水
道
課
で
は
、
町
民
か
ら
の
依

頼
が
な
い
限
り
、
水
質
調
査
や
下

水
道
管
の
点
検
、
清
掃
な
ど
の
訪

問
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
せ
先

　
　
　
水
道
課
℡
55-

４
９
５
４

《
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

農
業
所
得
標
準が

変
わ
り
ま
す
。

　
販
売
目
的
の
野
菜
畑
、
又
は
果

樹
園
な
ど
の
特
殊
畑
標
準
の
作

成･

適
用
を
廃
止
し
て
、収
支
計
算

に
よ
り
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
農
業
所
得
標
準

を
適
用
し
て
申
告
で
き
る
農
家

は
、
水
稲
作
付
面
積
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
未
満
の
農
家
（
自
家
用
畑
の
作

付
が
あ
る
場
合
を
含
む
。）に
限
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
従
来
、
別
途
控
除
し
て

お
り
ま
し
た「
共
通
控
除
経
費
」及

び
「
実
額
控
除
経
費
」
を
織
り
込

ん
だ
と
こ
ろ
で
の
所
得
率
を
示
す

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
有
機
栽
培
や
無
農
薬
栽
培
な
ど

の
特
殊
な
方
法
に
よ
り
栽
培
す
る

方
や
、
大
農
具
等
を
多
く
所
有
し

て
必
要
経
費
が
収
入
金
額
を
上
回

る
よ
う
な
経
営
状
態
に
あ
る
方

は
、
収
支
計
算
に
よ
る
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
防
衛
庁
で
は
「
平
成
一
六
年
度

第
二
次
二
等
陸
士
、
二
等
海
士
及

び
二
等
空
士
」
を
次
の
内
容
で
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　
平
成
十
五
年
九
月
十
日(

水)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で

▼
試
験
日

　
受
付
時
に
指
定
す
る
日

▼
試
験
場

　
自
衛
隊
秋
田
地
方
連
絡
部

　
　
　
　
　
本
荘
募
集
事
務
所
他

な
お
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

自
衛
隊
本
荘
募
集
事
務
所

　
　
　
　
　（
℡
22-

３
４
７
９
）

自
衛
官
募
集
案
内

▼
期
間
　

　
平
成
15
年
８
月
３
日(

日)

　
　
　
　
　
　
〜
12
月
27
日(

土)

※
毎
週
月
曜
日
、
９
月
16
・
22
日

10
月
14
日
・
11
月
４
日
・
12
月
22

日
は
休
館
日
で
す
。

▼
時
間
　
９
時
〜
17
時  

　
　
　

　
※
入
場
無
料

郷
土
資
料
館 

企
画
展

参
勤
交
代
〜
江
戸
と
矢
島

の
往
来
と
街
道

お
知
ら
せ

情報ひろば
- Information -



７月救急月報（矢島地区消防組合）

※
正
解
者
１
名
に
粗
品
を
進
呈

い
た
し
ま
す
。

　（
解
答
例  

Ｃ
―
３
・
Ｆ
―
１
）

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
応
募
先

　
矢
島
町
七
日
町
字
上
山
寺
29

　
廣
祐
寺
内

　
や
し
ま
囲
碁
同
好
会

●
締
切
は
、
毎
月
10
日
ま
で

　
死
活
問
題
、
す
べ
て
黒
先
で

す
。

　
黒
番
一
手
示
し
て
下
さ
い
。

（
７
月
号
解
答
）

　
黒
１
で
白
死

ち
ょ
っ
と
ひ
と
息
…
　

囲

碁

講

座

　

　人身交通事故　　１件　
（平成15年7月）　

　交通死亡事故ゼロ日数  　

　　　　　１,１８１日

交通事故の発生状況
（平成15年7月23日現在）

空
き
家
、
空
き
地
の

所
有
者
の
方
へ

空
き
家
、
空
き
地
の
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
例
年
、
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す

と
、
雑
草
が
繁
茂
し
、
町
の
景
観

を
損
ね
る
と
い
っ
た
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

雑
草
等
が
繁
茂
す
る
と
害
虫
の
発

生
や
さ
ら
に
火
災
等
の
発
生
も
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　
矢
島
町
住
み
よ
い
環
境
条
例
第

10
条
で
も
空
き
家
、
空
き
地
が
「
不

良
な
状
態
」
に
な
ら
な
い
よ
う
常

に
適
正
な
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

町
は
所
有
者
に
対
し
、
雑
草
の
除

去
な
ど
の
改
善
を
指
導
又
は
勧
告

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
所
有
者
の
転
出
等
に
よ
り
、「
不

良
な
状
態
」
の
空
き
家
、
空
き
地

等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
近
隣
の
住

民
の
方
か
ら
所
有
者
の
方
に
連
絡

し
て
い
た
だ
く
か
、役
場
生
活
・
環

境
課
（
55-

４
９
５
９
）
ま
で
ご
連

絡
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

寿
康
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
営
業
時
間
の
変
更

　『
や
し
ま
夏
ま
つ
り
』の
８
／
２

（
土
）
は
午
後
10
時
ま
で(

入
浴
は

二
級
　
村
上
　
春
樹
（
豊
　
町
）

三
級
　
木
村
　
真
悠
（
上
新
荘
）

　
　
　
金
子
　
俊
恵
（
針
ヶ
岡
）

第
129
回
商
工
会

　
珠
算
検
定
試
験
合
格
者

（
６
月
15
日
実
施
）

一
、
募
集
住
宅

小
田
住
宅
　
一
戸

二
、
敷
　
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

三
、
入
居
資
格

　
ア
　
同
居
親
族
が
い
る
こ
と
　

　
（
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
の
方

　
は
特
例
事
項
が
あ
り
ま
す
。
単

　
身
者
で
も
特
例
に
よ
り
入
居
可

　
能
で
す
。）

　
イ
　
住
居
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　
　
　
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
ウ
　
公
営
住
宅
法
で
定
め
ら
れ

　
　
　
て
い
る
収
入
基
準
内
で
あ

　
　
　
る
こ
と
。

　
※
　
平
成
14
年
中
の
所
得
状
況

　
　
が
把
握
で
き
る
書
類
（
所
得

　
　
証
明
書
等
）
が
必
要
で
す
。

　
エ
　
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ

　
　
　
と

　
オ
　
入
居
時
点
で
矢
島
町
に
住

　
　
　
民
登
録
が
で
き
る
こ
と
。

●
募
集
〆
切

　
　
平
成 

15
年 

８
月 

18
日
（
月
）

収
入
基
準
、
そ
の
他
詳
細
に
つ
い

て
は
役
場
建
設
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
℡
55-

４
９
５
５
）

　
あ
な
た
も
由
利
地
域
の
将
来
や

政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
知
事

と
膝
を
交
え
て
話
し
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

    

希
望
者
は
８
月
20
日
ま
で
地
域

企
画
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
定
員
10
名
、
傍
聴
者
も
受
け
付
け

ま
す
）

▼
開
催
日
時
　
９
月
３
日（
水
）　

　
14
時
30
分
〜 

16
時
30
分

▼
申
し
込
み
先
　
秋
田
県
由
利
地

域
振
興
局
地
域
企
画
課

℡  

０
１
８
４-

２
２- 

５
４
３
２

知
事
と
語
ろ
う
「
と
こ
と
ん

ト
ー
ク
」
参
加
者
募
集
！

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

午
後
９
時
半
ま
で)

営
業
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
休
館
日
の
変
更

　
８
／
３
（
第
１
日
曜
日
）
と

８
／
11
（
第
２
月
曜
日
）
は
営
業

し
ま
す
。
代
わ
り
に
８
／
４
（
月
）

と
８
／
13
（
水
）
は
休
ま
せ
て
頂

き
ま
す
。

◎
料
理
交
流
会

　
夏
に
ぴ
っ
た
り
の
鶏
と
オ
ク
ラ

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
一
緒
に
作
っ

て
食
べ
ま
せ
ん
か
？
又
、
こ
の
日

は
２
倍
ポ
イ
ン
ト
デ
ィ
ー
で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
み
て

下
さ
い
。

日
に
ち
　
８
月
21
日
（
木
）

材
料
費
　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
　（
入
館
料
は
別
）

出動件数� 搬送人員�

交通事故� ５　件� ５　人�

一般負傷� ２　件� ２　人�

急　　病� ８　件� ８　人�

そ  の  他� ２　件� ２　人�


